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◇
実

施
日

時
；

平
成

２
７

年
１

０
月

２
６

日
( 月

)  
 

１
６

時
３

０
分

～
２

０
時

１
５

分
 

 

◇
開

催
場

所
；

シ
ェ

ラ
ト

ン
都

ホ
テ

ル
大

阪
「

浪
速

の
間

」
 

◇
参

席
者

；
 

山
上

皓
一

郎
、

川
島

 
功

、
玉

岡
氏

代
理

・
梶

野
照

雄
。

 

 

当
会

に
金

峯
山

寺
第

三
十

一
世

管
領

 
五

條
良

知
大

僧
正

の
普

山
並

び
に

 

金
峯

山
修

験
本

宗
第

五
世

管
長

上
任

の
披

露
宴

臨
席

の
ご

案
内

を
拝

受
。

 

 
今

後
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

活
動

の
支

援
・

協
力

を
お

願
い

す
る

事
な

ど
 

を
考

慮
し

相
談

の
上

、
玉

岡
憲

明
、

山
上

皓
一

郎
、

川
島

 
功

の
３

名
が

参
 

席
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

 
当

日
早

朝
、

玉
岡

憲
明

さ
ん

が
体

調
不

良
で

欠
席

の
連

絡
を

受
け

、
事

務
 

局
沖

﨑
氏

に
参

加
要

請
を

し
た

が
、

急
遽

の
事

で
あ

り
、

所
用

も
あ

り
不

参
 

加
と

な
る

。
青

木
氏

の
依

頼
で

梶
野

氏
が

玉
岡

さ
ん

の
顔

写
真

撮
影

に
会

場
 

へ
来

る
と

の
事

か
ら

、
玉

岡
憲

明
さ

ん
の

代
理

に
参

加
を

要
請

し
、

受
諾

 

し
て

頂
い

た
。

 

 
当

初
、

自
家

用
車

で
参

加
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
玉

岡
さ

ん
の

体
調

を
 

考
慮

し
手

配
し

た
１

０
時

半
発

の
電

車
で

出
向

く
。

１
６

時
過

ぎ
に

受
付

に
 

行
く

と
大

混
雑

で
あ

る
。

 

 
披

露
宴

会
場

に
は

、
円

卓
７

１
卓

が
あ

り
、

各
テ

ー
ブ

ル
に

１
０

名
前

後
 

が
座

り
、

約
７

０
０

名
ご

臨
席

の
盛

大
な

披
露

宴
が

１
７

時
前

か
ら

開
宴

。
 

五
條

良
知

管
領

・
管

長
就

任
の

挨
拶

後
、

来
賓

挨
拶

は
、

聖
護

院
門

跡
・

 

宮
城

泰
年

門
主

他
６

名
が

登
壇

さ
れ

る
、

京
都

祇
園

芸
妓

の
「

祝
舞

」
後

、
 

４
斗

樽
酒

３
樽

に
１

８
名

に
よ

っ
て

鏡
割

が
あ

り
、
乾

杯
音

頭
で

１
８

時
酒

 

宴
と

な
る

。
こ

れ
か

ら
４

０
周

年
記

念
祝

賀
会

の
開

催
を

控
え

て
、

お
お

い
 

に
参

考
に

な
っ

た
。

 

シ
ェ

ラ
ト

ン
都

ホ
テ

ル
大

阪
で

は
、

７
０

０
名

が
集

う
こ

と
が

無
か

っ
た

 

と
の

こ
と

。
著

名
な

教
団
関
係

の
方
々

と
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
が

参
席

さ
せ

て
頂
き
光
栄

な
事

で
あ

り
、
当

会
の

知
名
度
ア
ッ
プ

に
な

っ
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 
玉

岡
さ

ん
が

急
遽

欠
席

さ
れ

た
の

で
、

出
席

さ
れ

た
ら

ご
挨

拶
に

行
か

れ
 

る
聖

護
院

門
跡

・
宮

城
泰

年
門

主
と

園
城

寺
・
福

家
英

明
長
史
猊
下

に
、

玉
 

岡
さ

ん
急

遽
欠

席
の

た
め

挨
拶

に
来

ら
れ

な
く

な
っ

た
事

と
持
経
宿
改
築

に
 

多
額

の
寄

付
金

を
頂

い
た
御
礼

に
宴

席
へ

出
向

い
た

。
 

２
０

時
１

５
分

過
ぎ

に
終

宴
と

な
り

、
会

場
退

席
時

、
五

條
良

知
大

僧
正

 

並
び

に
五

條
永

教
執

行
長

と
握

手
と

ご
挨

拶
を
交
わ

し
退

席
し

た
。

 

梶
野

氏
は
帰
宅

、
山

上
・
川

島
は
同

ホ
テ

ル
に
宿
泊

し
、
翌

日
１

３
時

過
 

ぎ
に
帰

新
し

た
。
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